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ドコモは中期戦略2020「beyond宣言」の中で，お客さまのライフスタイルを革新する新AI
エージェントの提供を掲げ，その取組みの第一弾としてドコモAIエージェント・オープン
パートナーイニシアティブを発表した．これは音声対話型のアシスト機能，およびハード
ウェアをパートナー企業との協創により作り上げていくものである．本稿ではAIエージェン
トがめざす世界観と各種の取組みについて解説する． 

 
 
 
 

1. まえがき 
スマートフォンの普及と，音声認識および自然言
語処理技術＊1の向上により，音声対話を介してユー
ザをアシストするサービスが急速に普及した．Apple
社のSiriⓇ＊2，ドコモのしゃべってコンシェルなど
が代表例として挙げられる． 
さらに，近年，スマートスピーカーと呼ばれる新
しいハードウェアの登場に注目が集まっている．例
えばAmazon社のAmazon Echo＊3では，Alexaとい
うAIシステムが組み込まれたスピーカーに向かっ
て話しかけると，それに応じた音声アシストサービ

スを受けることができる．また，Google社は同社
の音声アシスト機能を提供するGoogleアシスタン
ト™＊4に接続されたスマートスピーカーGoogle 
Home™を販売．そして，LINEはクラウドAIプラッ
トフォームClova＊5を用いたスマートスピーカー
WAVEを発売し，スマートディスプレイFACEの
発売も予定している． 
このような中，ドコモは中期戦略2020「beyond

宣言」の中で，お客さまのライフスタイルを革新す
る新AIエージェントの提供を掲げ，その取組みの
第一弾として2017年6月にドコモAIエージェント・
オープンパートナーイニシアティブを発表した［1］．

音声AI オープンパートナー AIエージェント 

©2018 NTT DOCOMO, INC. 
本誌掲載記事の無断転載を禁じます． 
 
† 現在，日本電信電話株式会社 メディアインテリジェンス研究所 
 
 

＊1 自然言語処理技術：人間が日常的に使っている言語（自然言
語）をコンピュータに処理させる技術． 

＊2 SiriⓇ：米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標． 
＊3 Amazon Echo：Amazon，EchoおよびAlexaはAmazon.com, Inc

またはその関連会社の登録商標． 
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これは音声対話型のアシスト機能およびハードウェ
アをパートナー企業との協創により作り上げていく
取組みである． 
本稿では，AIエージェントの特徴とそれを実現
する基盤を解説し，さらにドコモAIエージェント
APIを活用したビジネス展開とパートナーシップに
ついて述べる． 

2. AIエージェントがめざす世界 
従来の音声アシストサービスでは，1つの人格を

持ったキャラクター（以下，エージェント）がユー
ザのあらゆる要求に応えることを指向した設計と
なっている．全知全能のエージェントの構築をめざ
しているとも解釈できるが，現実には，1社がもつ
アセットのみで音声アシストを通して提供できる機
能やサービスには限界がある． 
この問題をオープンなプラットフォームの提供に
より解決する取組みが進められている． 
Alexaでは，Skillと呼ばれる個別の機能やサービ
スをAlexaに登録することができる．これにより任
意の開発者がAlexaの機能を拡張することができる．
つまりSkillは，各社が各々のサービスを，自由に
Alexaを通して提供するための仕組みとなっている． 
AIエージェントにおいてもSkillと同様の機能が
含まれている．Alexaでは，他社のサービスであっ
てもAlexaというエージェントが提供するのである
が，AIエージェントではここが違っている．各社
にエージェントのキャラクター性に対する自由度を
与え，おのおののエージェントがそれぞれのサービ
スを提供する．これにより，多くのエージェントが
存在することになり，彼らが力を合わせてユーザを
サポートする．これは，各企業やお店のサービスは
その店員から受ける，分からないことは知っている
人に聞く，といった人間社会のアナロジーを取り込
んだものである． 

AIエージェントは，エージェントがメインエー
ジェントとエキスパートエージェントの2つに大別
される． 
・メインエージェントとはユーザに寄り添うパー
トナーとった位置づけで，ユーザがスマートス
ピーカー，スマート家電などのデバイスに話し
かけた際に最初に登場するエージェントである． 
そのメインエージェントについても，各社が

販売する独自のデバイスに，ドコモの提供する
エージェントではなく，各社独自のキャラク
ター性を持ったエージェントを構築できるよう
になっている．最初に登場させることができる
ようになっており，これをデバイスオープンと
呼んでいる． 

・一方のエキスパートエージェントはメインエー
ジェントから呼び出される形で登場する．特定
の分野の専門家として作成され，例えば各企業
やお店の店員エージェントが想定される．この
ようにユーザが必要な時にエージェントを呼び
出し，各社のサービスを受けられる機能をサー
ビスオープンと呼んでいる． 

このような異なるキャラクター性を持った多くの
エージェントが登場するという特徴は，パートナー
企業との協創により新たな価値を生み出していくと
いう目的を達成する上で重要な役割を担っている．
企業において，もしくはサービス提供において，ブ
ランドイメージは極めて重要である．その窓口とな
るエージェントは，ブランドイメージに直結する．
AIエージェントというドコモのアセットをパートナー
企業にご利用いただくにあたり，各社オリジナルの
キャラクター性がもたせられることで，ドコモのブ
ランドが先行することなく，これまで各社が育てて
きたブランドでサービスを提供することができる．
特に日本ではマスコットをもった企業が多いが，そう
したマスコットをそのまま登場させることもできる． 

＊4 Googleアシスタント™：GoogleアシスタントおよびGoogle
home™はGoogle LLCの商標． 

＊5 Clova：ClovaおよびWAVEはLINE株式会社の登録商標． 
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図1 AIエージェント基盤の構成 

3. ドコモAIエージェントAPI 
ドコモAIエージェント・オープンパートナーイ
ニシアティブでは，AIエージェントの世界観を構
成するための中心的なシステムとして，ドコモAI
エージェントAPI＊6を提供している． 
ドコモAIエージェントAPIは，多目的対話エン

ジン，先読みエンジン，IoTアクセス制御エンジンの
3つから構成される（図1）． 
①多目的対話エンジンは，AIエージェントの世
界観を実現するための中心的な役割を果たす音
声対話システムである．音声対話するエージェン
トを作成するため，音声認識，自然言語理解，
音声合成＊7が一括で提供されている．また，音
声だけでなくテキスト入力も可能である．多様

なエージェントの個性（キャラクター）にふさ
わしい声をつくることができるように，さまざ
まなモデルが登録されている． 

②先読みエンジンは，多種多様な情報を集約・解
析し，各ユーザのプロファイル＊8情報を分析，
利用するためのエンジンである．収集する情報
には，ユーザの行動に紐づくものや，天気，公
共交通機関の運行情報，災害などといった公共
性の高いものも含まれる．こうした情報を分析
して，タイムリーに必要な情報を必要な人に届
けることが目的である． 

③IoTアクセス制御エンジンは，宅内のIoTデバ
イスをインターネット網から利用するためのも
のである．それぞれ仕様の違うIoTデバイスを
統一のフォーマットでコントロールするための

AIエージェント基盤

先読みエンジン

多目的対話エンジン

IoTアクセス制御
エンジン

スマホ・タブレット

3rdパーティのデバイス

ドコモサービス

3rdパーティのサービス

IoT機器

デバイスオープン サービスオープン

ホーム オフィス 工場

対話

機器制御

PUSH機能

プロファイル情報

IoT機器制御

グルメ 乗換案内 ニュース

エージェントキャラクター

パーソナルデータ

ビッグデータ解析

 

＊6 API：ソフトウェアの機能を他のプログラムから利用できるよ
うに切り出したインタフェース． 

 
 
 
 

＊7 音声合成：テキストから人工的に音声データを作り出し，テキ
ストを読み上げできるようにする技術． 

＊8 プロファイル：ここではユーザの居住地域や趣味嗜好などのシ
ステムの操作履歴から推定される情報のこと． 
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ソフトウェアDeviceConnectを採用しており［2］，
異なるデバイスを同一のインタフェース仕様で
コントロールすることができる． 

以上の3つのエンジンは互いに連携可能であり，
多目的対話エンジンが先読みエンジンにアクセスす
ることで，エージェントとの会話にユーザのタイム
リーな情報を反映させることができる．また，多目
的対話エンジンからIoTアクセス制御エンジンにア
クセスすることで音声コマンドによりIoT機器を操
作することができる． 

4. ドコモAIエージェントAPIを活用した
ビジネス展開とパートナーシップ 

ドコモAIエージェントAPIはパートナー企業との
協創により新たな価値を生み出していくためのプ
ラットフォームであり，誰でも自由に利用できるよ
うに公開されている．同一基盤上にさまざまなパー
トナーが参画し，それぞれのサービスを提供するこ
とができるようになっており，この特長を活かし，
ドコモではB2C＊9とB2B＊10の双方のビジネス展開を
行っている． 

4.1 “あなたのスマホで，あなたに寄り添う，”
my daiz（マイデイズ） 

my daizは2018年5月にリリースされたドコモの
B2Cサービスであり，AIエージェントの基盤技術
を活用した，AIエージェント・オープンパート
ナーイニシアティブにおける中心的サービスである． 
中期戦略2020「beyond宣言」の中で掲げた，お
客さまのライフスタイルを革新する新AIエージェン
トを具現化するためのサービスであり， “あなたの
スマホで，あなたに寄り添う” をコンセプトに開発
され，お客さまとOne to Oneの関係を構築するこ
とをめざしている． 

my daizには，お客さまに合った情報のピック
アップ，先回りした情報配信などに先読みエンジン
が利用されていることが特徴である．画面に表示さ
れる情報は先読みエンジンの推定したプロファイル
情報に基づき随時更新されるとともに，登録された
スケジュールなどからお客さまの状況を解析し，適
切なタイミングで適切な情報を配信している． 
また，my daizには「メンバー」という概念があ

る．「メンバー」とは，多目的音声対話エンジンが
用いられた，無料で追加できるさまざまなサービス
のことであり，パートナー企業が提供するサービス
も数多く含まれている．「メンバー」は今後さらに
拡大していく予定である．メンバー利用時は他社作
成のエージェントが窓口となり登場する．この対話
機能には多目的音声対話エンジンが利用されている．
また，my daizでは赤外線リモコンをコントロール
することが可能であり，IoTアクセス制御エンジン
が利用されている． 

4.2 ドコモAIエージェントAPIを活用した
他社との協業状況 

ドコモAIエージェントAPIは，他社のサービスや
製品構築のために利用可能である．本格的な商用提
供は2019年春を予定しているが，先行して多くの企
業と協創・協業に向けた議論が進められている．そ
の取組みのいくつかを紹介する． 
YKK AP株式会社は，AIや顔認証システムを搭

載した未来ドア「UPDATE GATE」を発表．AI対
話システムにドコモAIエージェントAPIをご活用い
ただいている．「通るたび、毎日をアップデート。」
をコンセプトに開発され，写真1のようにドアが天
気や交通情報など，住人に必要な情報を伝え，毎日
の生活をより豊かにする． 
写真2は，NTTレゾナント株式会社の「恋愛相談
botオシエルロボット」である．オシエルはもとも
とテキスト入出力型のWebサービスであり，恋愛

＊9 B2C：企業と一般消費者間の取引． 
＊10 B2B：企業間における取引． 
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相談機能自体は既存のものであったが，展示会など
向けにロボット化したいとの相談があり，ドコモ
AIエージェントAPIをご利用いただいた． 
このようにドコモの多目的対話エンジンは音声認
識から音声合成までを一括提供していることに加え，
他社サーバと連携することができるので，既存のテ
キスト入出力型サービスに音声入出力機能を加える

には適している． 
紹介したもの以外にも多数の企業からさまざまな

ご相談をいただいており，今後も注目を集めるであ
ろう多種多様なデバイスが登場する予定である．こ
こでは多目的対話エンジンの活用事例を紹介したが，
同様に，先読みエンジン，IoTアクセス制御エンジ
ンを活用する相談も多数寄せられており，さまざま

 
写真1 未来ドア「UPDATE GATE」の利用イメージ 

 
写真2 恋愛相談botオシエルロボット 
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なシーンでドコモAIエージェントAPIの今後の活躍
が期待されている． 

4.3 開発者コミュニティーの醸成 
ドコモAIエージェントAPIが多くのサービスを支

える基盤となるには，サービスを提供するパート
ナー企業だけでなく，そのサービスのシステムを
トータルで作り上げる開発者に，ドコモAIエー
ジェントAPIの良さと使い方を知ってもらう必要が
ある．そのため開発者コミュニティーの醸成にも力
を入れている． 
まず開発者向けのトライアルサイトを開設してい
る［3］．ここではドコモAIエージェントAPIの使い
方の説明や，サンプルコードの情報など開発に必要
な情報が掲載されており，実際にドコモAIエー
ジェントAPIを試用することができる． 
また，全国各地で勉強会やハッカソン＊11を開催
しており，これまで述べ1,000名以上の参加をいた
だいた． 
今後も，さまざまな開発事例やサンプルコードの
紹介などのコンテンツの充実を図ると共に，日本全
国の開発者への情報発信を積極的に行っていく予定
である． 

5. あとがき 
本稿では，AIエージェントの特徴とそれを実現

する基盤を解説し，さらにドコモAIエージェント
APIを活用したドコモのサービスや，他社との協

創・協業において実現した製品，開発者コミュニ
ティーを醸成する取組みを紹介した． 
現在はソリューションの強化を進めるべく，具体

的に本APIを活用した製品についてパートナー各社
と検討を始めている．しかし，音声を利用したイン
タフェース（VUI：Voice User Interface）に関し
てはまだまだ設計手法が確立されていないなど，課
題も多い．今後はドコモAIエージェントAPIの利用
の促進のためにも，このような課題の解決に取り組
んでいく． 
最後になるが，本取組みのAIエージェントの構

想を企画したのは2016年の6月頃である．当時は
Sebastienという社内プロジェクト名で，たった7名
で活動を開始したが，それから多くの方々のご協力
を得て，1年足らずで中期戦略に盛り込まれる全社
的な取組みとなっていった．パートナーイニシア
ティブの名の通り，今後は多くのパートナー企業の
方々にもご協力頂き，さまざまなソリューションを
生み出す基盤となることだろう． 

文 献 
［1］ NTTドコモ報道発表資料：“「ドコモAIエージェント・

オープンパートナーイニシアティブ」を推進，” Jun. 2017. 
https://www.nttdocomo.co.jp/info/news_release/2017/
06/23_00.html 

［2］ Device WebAPI Consortiumホームページ． 
https://device-webapi.org/ 

［3］ SEBASTIENホームページ． 
https://docs.sebastien.ai/ 

＊11 ハッカソン：ハック（hack）とマラソン（marathon）からの
造語で，マラソンのように数時間から数日間集中してプログラ
ミング（ハック）する催しのこと． 
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